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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は二サイクルガソリン機関のシリンダ内ガス交換および燃焼に関し著者独自の開発になる軽々
の新しい方法を用いて実験的に研究を行なった結果をまとめたもので, 緒言, 五章, 結言からな って い
る｡
緒言においては本研究の目的とその概要を述べている｡




のである｡ まず, 放電路の移動が, ガス温度, 圧力, 乱れの強さに影響なく流速のみによって変化するこ
とを定常流に対して実験により詳細に吟味すると共に, 内燃機関において実現されるような脈動するガス
流速の測定に充分利用できることを検討した後, この測定方法を応用して, 二サイクル機関の吸気過程中
における吸気管内速度を測定し, 吸気管内における慣性効果, 脈動効果, 気化器における絞り抵抗の影響
などを明らかにし, また, シリンダ内ガス流速が掃 ･排気管におけるガス振動に影響されることを指 摘
し, 東に, 吸気孔開閉時期を変えた実験から, 給気量に対して慣性効果を最も有効に利用する吸気孔開閉





























より抽出して, ガス組成を調べることにより燃焼性質を解明している｡ 乱れ火炎においては, 燃焼領嘩中
に層状火炎の反応領域におけるとほぼ等しい反応速度を有する燃焼素面をもつ多くの反応領域が不規則に
分布し, 燃焼素面における反応速度は乱れ強さの影響をあまりうけず, 乱れ強さの増加による燃焼領域の
拡大のために見掛け上遠い速度で火炎が伝播することを指摘している｡ また, 乱れ強さが大きい場合, 過
濃, 過薄混合比範囲を除けば, 火炎伝播速度は混合比によってはほとんど影響されず, 乱れ強さによって
支配されることを見出すと共に, これらの結果が実機における火炎伝播においても実現されることを確認
している｡
つぎに, 炭化水素の燃焼によるイオン化現象を利用し, しかもイオン間隙を別に設けることなく, 点火
栓自身をイオン間隙として用い, 燃焼室条件を乱すことなしに, 点火遅れを測定する方法を開発し, 二サ
イクル機関における燃焼特性を実験的に追究している｡ また, 定積燃焼容器内のプロパン空気の均一混合
気和 こC O 2,A 等の不燃性ガスを加えて, 点火遅れを測定した結果, 不燃性ガス濃度の増加とともに点火
遅れは増大し, これは混合気の熱容量の増加にもとづ くものであることを見出し, 二サイクル機関で給気





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
二サイクルガソリン機関のガス交換および燃焼の過程は互に関連した複雑な現象であり, 従来から研究
されているにも拘わらず, なお不明な点が多い｡ この問題を更に明確にするため, 著者は新しい計測方法
を開発し, これを利用して実験的解明を行なった｡
まず, 放電の性質を利用したガス流速のディジタル計測法を開発し, これを用いて二サイクルガソリン
機関の吸気管, 掃気通路, 排気管およびシリンダ内ガスの脈動状態を明らかにし, 吸気管内脈動を有効に





なり, ある温度以下で平衡はほぼ固定されることを実験的に確かめている｡ 更に, ガス抽出法により実機
の掃気性質を調べる方法について詳細な吟味を加え, ガス温度降下による燃焼ガス組成の変化および掃気
過程初期における新気中の反応が測定値におよぼす影響について検討し, 正確な測定値をうるために必要
な条件を明確にしている｡ また, シリンダ内を新気と燃焼ガスが混合して存在する領域と, 混合しない領






















発し, これを用いて燃焼期間中におけるシリンダ内圧のサイクルごとの変動を調査し, 点火遅れ, 火炎伝
播時間, その他の燃焼圧力経過を表わす特性値, シリンダ内混合気の流速等の相関を求め, 燃焼圧力変動
の原因について多くの注目すべき結果をえている｡
以上要するに本論文は, 著者の開発になる新しい計測法を用いて, 二サイクルガソリン機関における交
換過程および燃焼に関する実験的研究を行ない, 多くの新しい知見をうると共に設計に必要な指針を与え
たものであって, これらの結果は計測法をも含めて, いずれも学術上ならびに工業上寄与するところが少
なくない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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